
こ
ど
も
食
堂
へ
の
未
使
用
食
料
品
の

寄
付
を
遠
賀
信
用
金
庫
で
募
集

　

こ
ど
も
食
堂
を
支
援
す
る
た
め
に
、
遠
賀

信
用
金
庫
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
未
使
用
食

料
品
の
寄
付
）
を
行
い
ま
す
。
当
金
庫
の
役

職
員
も
こ
の
活
動
に
参
加
し
ま
す
の
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

と
き　
５
月
１
日
水
～
31
日
金
の
平
日
・

午
前
9
時
～
午
後
3
時

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
信
用
金
庫
の
全
店

▽�

取
り
扱
え
る
食
品　
賞
味
期
限
が
２
カ
月

以
上
残
っ
て
い
る
、
未
開
封
で
常
温
保
存

で
き
る
食
品
。（
例
）
◦
缶
詰
な
ど
の
加
工

食
品
◦
穀
類
・
麺
・
粉
製
品
（
玄
米
、
精

米
、パ
ッ
ク
ご
飯
、シ
リ
ア
ル
食
品
、麺
類
、

小
麦
粉
な
ど
）
◦
調
味
料
◦
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
（
カ
ッ
プ
麺
、お
茶
漬
け
、み
そ
汁
、

ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
）
◦
レ
ト
ル
ト
食
品
◦

乾
物
（
海
苔
、か
つ
お
節
、昆
布
、煮
干
し
、

豆
類
、
春
雨
な
ど
）
◦
お
菓
子
類

▽�

取
り
扱
え
な
い
食
品　
（
例
）
◦
冷
凍
・
冷

蔵
食
品
◦
生
鮮
食
品
（
生
肉
・
魚
介
類
・

生
野
菜
）
◦
酒
類
◦
お
弁
当
◦
開
封
さ
れ

て
い
る
食
品
◦
賞
味
期
限
が
２
カ
月
を
切

っ
て
い
る
も
の

▽�

問
い
合
わ
せ　

遠
賀
信
用
金
庫
地
域
貢

献
課
（
☎
２
８
１
‐
１
５
０
５
）

２
０
２
４
年
度

韓
国
語
講
座
の
受
講
生
を
募
集

▽�

対
象　
入
門
ク
ラ
ス
（
韓
国
語
が
全
く
わ

か
ら
な
い
人
）

▽�

と
き　
５
月
13
日
月
開
講
で
毎
週
月
曜
日

（
月
3
回
）・
午
後
７
時
～
８
時
30
分

▽�
と
こ
ろ　
遠
賀
韓
国
会
館
（
水
巻
町
頃
末

南
、
駐
車
場
あ
り
）

▽�

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

▽�

受
講
費　
月
額
３
０
０
０
円（
入
学
金
無
料
）

▽�

申
し
込
み　
遠
賀
韓
国
会
館
（
☎
２
０
１

‐
１
８
２
３
）
ま
た
は
（
☎
０
９
０
‐
４

４
７
５
‐
９
０
６
６
）

あ
す
な
ろ
猫
事
業
　
～
飼
い
主
の
い

な
い
猫
へ
の
不
妊
・
去
勢
手
術
支
援
～

　
（
公
社
）
福
岡
県
獣
医
師
会
は
、
殺
処
分
さ

れ
る
不
幸
な
猫
を
減
ら
す
た
め
、
ま
た
、
飼

い
主
の
い
な
い
猫
と
共
生
を
目
指
す
地
域
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
に
対
し
て
不

妊
・
去
勢
手
術
の
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
増
加
や
ふ
ん
尿
問
題
を
減

ら
し
、
地
域
の
環
境
改
善
や
近
隣
住
民
の
ト

ラ
ブ
ル
を
軽
減
す
る
な
ど
、
人
と
猫
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

▽�

支
援
内
容　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
、
メ
ス

１
頭
に
つ
き
１
万
１
０
０
０
円（
税
込
み
）、

オ
ス
１
頭
に
つ
き
５
５
０
０
円
（
税
込
み
）

で
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
ま
す
。

※
手
術
料
金
は
自
己
負
担
で
す
。

▽�

予
定
頭
数　
４
０
０
頭

▽�

対
象
と
要
件　
①
芦
屋
町
を
含
む
対
象
地

域
に
す
ん
で
い
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫

　
②
申
込
者
も
対
象
地
域
に
住
ん
で
い
る
こ
と 

　
③
申
し
込
み
は
１
人
１
頭
ま
で 

▽��

申
込
期
限　

一
次
締
切
＝
５
月
15
日
水
、

二
次
締
切
＝
10
月
１
日
火
（
い
ず
れ
も
締

め
切
り
後
に
抽
せ
ん
）

※ 

一
次
当
せ
ん
で
予
定
頭
数
の
手
術
が
完
了

し
た
場
合
、
二
次
抽
せ
ん
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽�

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽��

問
い
合
わ
せ　
（
公
社
）
福
岡
県
獣
医
師
会

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
委
員
会
（
☎
〈
０
９
２
〉

７
５
１
‐
４
７
４
９
）

看
護
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

　
「
人
の
“
い
の
ち
”
を
支
え
る
仕
事
っ
て
ど

ん
な
だ
ろ
う
？
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

看
護
の
魅
力
を
知
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
５
月
18
日
土
・
午
前
10
時
30
分
～

午
後
3
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡
（
福
岡
市

東
区
）

▽�

内
容　
①
記
念
式
典 

②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

③
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー 

④
看
護
の
進
路
・

進
学
個
別
相
談
（
④
は
要
予
約
）

▽�

④
の
申
し
込
み　
「
看
護
の
日
」
特
設
サ
イ

ト
へ

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
看
護
協
会（
☎〈
０

９
２
〉
４
０
２
‐
１
５
１
７
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）

　

遠
賀
郡
４
町
と
中
間
市
の
合
同
で
手
話
奉

仕
員
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

　
聴
覚
障
が
い
や
聴
覚
障
が
い
者
の
生
活
へ
の

理
解
を
深
め
、
日
常
生
活
で
必
要
な
手
話
の

表
現
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

▽�

と
き　
６
月
26
日
～
12
月
11
日
の
毎
週
水
曜

日
（
祝
日
と
８
月
14
日
、10
月
23
日
を
除
く
）

全
23
回
・
午
後
７
時
～
９
時

▽�

と
こ
ろ　
水
巻
町
中
央
公
民
館
２
階
（
水

巻
町
頃
末
北
）

▽�

対
象　
遠
賀
郡
・
中
間
市
内
に
住
ん
で
い

る
、
ま
た
は
勤
め
て
い
る
人

▽�

内
容　
手
話
奉
仕
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
入
門
課
程

▽
定
員　
20
人
程
度

▽�

費
用　
３
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽�

申
し
込
み　
５
月
29
日
水
ま
で
に
、障
が
い

者
・
生
活
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３

０
）
へ

みんなの

ひろば

あすなろ猫事業
ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

う
ぐ
ひい

す
や
野の

だ
て点
の
椅
子
を
譲
ら
る
る

�

池
田
千
恵
子

蜑あ
ま
ろ
じ

路
地
の
と
ど
の
つ
ま
り
の
落お

ち
つ
ば
き椿

�

小
川　
雪
野

釣
銭
で
買
ひい

足
す
も
の
に
雛
あ
ら
れ

�

吉
住　
利と

し
え枝

鯉
跳
ね
し
あ
と
深し

ん
か
ん閑
と
水
温ぬ

る

む

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

三
月
来く

語
り
伝
へ
む
あ
の
日
の
こ
と

�

田
尾
三
千
枝

若
き
日
の
旅
よ
み
が
え
る
春
満
月

�

縄
田　
惠
子

流
木
も
貝
も
ま
ま
ご
と
磯
遊
び

�

仲
山
ク
ニ
子

小
鳥
来
る
駅
舎
に
在
り
し
伝
言
板

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

羊よ
う
か
ん羹
と
濃
い
目
の
コ
ー
ヒ
ー
口く

ち

な
か
は

甘
く
て
苦
く
幸
せ
に
な
る

�

後
藤　
征ゆ

き

子

籠か
ご

の
鳥
猫
に
お
そ
わ
れ
飛
び
去
る
も

家
の
め
ぐ
り
で
幾い

く
あ
さ朝
も
啼な

く

�

麻
生　
清き

よ
こ子

冷
凍
の
鯖さ

ば

の
煮
つ
け
の
骨
な
し
を

食
べ
や
す
け
れ
ば
一い

っ
ぴ
ん品
と
す
る

�

宮
﨑
佐
代
子

白し
ら
さ
ぎ鷺
が
飛
び
立
つ
を
見
た
そ
の
朝
は

合
格
の
知
ら
せ
届
い
た
日
な
り
き

�

村
上　
一か

ず
え惠

アルプス席の母
  早見　和

か ず ま さ

真　著  

　秋山菜々子は、神奈川で
看護師をしながら一人息子
の航太郎を育てていた。野
球のシニアリーグで活躍す
る航太郎には関東一円から
スカウトが来ていたが、選
んだのはとある大阪の新

しんこう
興

校
こう
だった。息子とともに、

菜々子もまた大阪に拠点を
移すことを決意するが―。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�７日火、13日月、20日月、23日木、
27日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前 10 時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ５月

と　き 　　出　演・催　し　　
１日水 赤ちゃんおはなし会たっち
12 日日 にじの会
26 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

 
△

ところ　おはなしのへや

定例おはなし会

新 着 図 書

注目の一冊

△

とき　６月15日土午後1時から（上映時間114分）△

ところ　多目的室△

上映作品　「教
きょうかいし

誨師」△

定員　40 人（事前申し込み先着順）△ �
申込受付　5 月１日水より、電話または図書館カ
ウンターで受け付け△ �

内容　牧師の佐伯は、着任したばかりの教誨師。
佐伯は一癖も二癖もある 6 人の死刑囚に寄り添い
ながらも、彼らが心安らかに最期を迎えられるよ
う導くのは正しいことなのか苦悩する。そんな中、
ある受刑者に死刑執行の命が下された。

大人の上映会

△

ところ　１階・中央柱特集コーナー
　4 月 30 日火の図書館記念日に続
いて、5 月は「図書館振興の月」で
す。12 日日までの芦屋町図書館「春
の図書館まつり」とあわせて、図書館が舞台の物語
や本にまつわるおはなし、上手な図書館の使い方の
本などたくさん集めていますので、手に取ってみて
ください。

図書館記念日・図書館振興の月特集

【一般書】
魂の歌が聞こえるか 真

し ん ぽ
保　裕

ゆういち
一 著

繭
まゆ

の中の街 宇野　碧
あおい

 著
spring（スプリング） 恩

お ん だ
田　陸 著

山の上の家事学校 近藤　史恵 著

【児童書】
死の森の犬たち アンソニー・マゴーワン 作
うさぎになった日 村中　李

り え
衣 作

ほんとにともだち？ 如
きさらぎ

月　かずさ 作
きみとぼく 谷口　智

とものり
則 作

へんしんヒーロー あきやま　ただし 作
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